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梅 花 女 子 大 学 学 則 

 

 

 

第１章 総   則 

（目的） 

第１条 梅花女子大学（以下「本学」という。）は、キリスト教精神に基づいて人格の形

成に努め、教育基本法および学校教育法に従い、深く専門の学芸を教授研究するととも

に、国際社会の発展と文化の向上に寄与する人間性豊かな女性を育成することを目的と

する。 

（自己点検・評価等） 

第２条 本学は教育研究水準の向上を図り、前条の目的および社会的使命を達成するため

自己点検・評価を行い、その結果を公表する。 

２ 本学は、前項の自己点検・評価の結果について、学校教育法施行令第40条で定める期

間ごとに、文部科学大臣の認定を受けた認証評価期間による評価を受ける。 

３ 自己点検・評価に関する規程は、別にこれを定める。 

（情報の公表） 

第３条 本学は、教育研究活動等の状況について、適切な体制を整えたうえで、刊行物へ

の掲載やインターネットの利用、その他広く周知を図ることができる方法によって公表

する。 

（学部・大学院） 

第４条 本学に学部および大学院を置く。大学院の学則は別にこれを定める。 

 

第２章 学部、学科、学生定員および修業年限 

（学部、学科、学生定員等） 

第５条 本学に文化表現学部、心理こども学部、食文化学部および看護保健学部を置く。 

２ 前項の学部に置く学科は、次のとおりとする。 

 （１）文化表現学部      国際英語学科、日本文化創造学科、情報メディア学科 

 （２）心理こども学部     こども学科、心理学科 

 （３）食文化学部       食文化学科、管理栄養学科 

 （４）看護保健学部      看護学科、口腔保健学科       

３ 前項の学部および学科の人材育成に関する目的は、次のとおりとする。 

 （１）文化表現学部 

   言語や文学、文化や情報に関する専門的な知識を学ぶことによって、豊かな感性と

国際的な視野を身につけ、多様な手段を用いて文化を創造し、広く社会に発信する

ことができる人材を育成する。 
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  ア 国際英語学科 

   英語のネイティヴ・スピーカーによる授業や英語圏の教育機関での海外実習などを

通して、幅広い知識や教養とともに即戦力としての英語力を身につけ、自らの考え

を積極的に発信できる人材を育成する。 

  イ 日本文化創造学科 

   日本文化に関する幅広い知識と教養を身につけ、国際的な視野に立って、自らの考

えを多様な手段で積極的に発信できる人材を育成する。 

  ウ 情報メディア学科 

   情報メディアに関する基本的な知識と技能を修得し、マスコミ・広告・ゲーム・デ

ザインなど、さまざまな分野を学び、展開させていくことで、情報社会の発展に貢

献できる人材を育成する。 

 （２）心理こども学部 

  ＜こども＞＜こどもをめぐるひと＞＜こころ＞を重視する問題意識を持ち、知識・理

解力・表現力・技術を鍛えて、こどもをめぐる現代社会の困難な課題に立ち向かって

いくことのできる人材を育成する。 

  ア こども学科 

   こどもとこどもの本に関する専門性を身につけ、児童教育、幼児教育・保育、児童

文学・絵本のそれぞれの視点からこどもにアプローチできる人材を育成する。 

  イ 心理学科 

   心理学をさまざまな分野から、自らの興味や必要性に応じて総合的に学んでいく中

で、確かな知識と豊かな感性をもって人のこころと向き合い、支え合うことのでき

る人材を育成する。 

 （３）食文化学部 

   食の営みにおける様々な事象を分析・理解し、人間の食行動に対する総合的理解を通 

じて、人間生活の向上に寄与できる人材を育成する。 

ア 食文化学科 

   食の営みにおける様々な事象を分析・理解し、食文化の総合的理解を通じて、人間

生活の向上に寄与できる人材を育成する。 

  イ 管理栄養学科 

   食と栄養を中心に、保健・医療・福祉における総合的な知識と技術をもとに、栄養管

理から人々の健康増進に寄与し、豊かな社会づくりに貢献できる人材を育成する。 

 （４）看護保健学部 

   豊かな人間性と高い倫理観を備え、保健医療に関する専門的で高度な技術、知識を

身につけた実践力のある人材を育成する。 

  ア 看護学科 

   人々が健康と幸福を享受できる公正な社会の創造に向けて貢献するとともに、深い

 人間愛とヒューマンサイエンスにもとづく看護が展開できる看護専門職の人材を育

 成する。 
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  イ 口腔保健学科 

   口腔ケアに必要な専門的な知識と技術力に加え、豊かな人間性を備え、実践力と柔

 軟な対応力を持った人材を育成する。 

 

４ 学生定員は、次のとおりとする 

学  部  学   科 入学定員 収容定員 

  文化表現学部 

国際英語学科 ３０人 １２０人 

日本文化創造学科 ３０人 １２０人 

情報メディア学科 ５０人 ２００人 

心理こども学部 
こども学科      ７０人 ２８０人 

心理学科 ５５人 ２２０人 

食文化学部 
食文化学科 ６０人 ２４０人 

管理栄養学科 ４０人 １６０人 

  看護保健学部 
看護学科 ９０人 ３６０人 

口腔保健学科 ７０人 ２８０人 

 

５ 編入学を志願する者があるときは、学長は入学定員に欠員がある場合に限り、選考の上、

入学を許可することがある。 

（修業年限、在学期間） 

第６条 本学の修業年限は４年とする。 

２ 在学期間は修業年限の２倍を超えることができない。 

 

第３章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第７条 学年は４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第８条 学年を次の２学期に分ける。 

     前期 ４月１日から９月30日まで 

     後期 10月１日から翌年３月31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、必要がある場合は学長は学期の開始日および終了日を変更

することができる。 

（授業期間） 

第９条 年間の授業期間は、試験等の実施期間を含め、原則として35週にわたるものとす

る。 

２ 各授業科目の授業期間は原則として前期、後期それぞれ15週とする。 

（休業日） 

第10条 定期休業日は次のとおりとする。 
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(1) 日曜日および「国民の祝日に関する法律」に規定する休日 

(2) 創立記念日 １月18日 

(3) 春期休業 ３月26日から３月31日まで 

(4) 夏期休業 ８月１日から９月26日まで 

(5) 冬期休業 12月24日から翌年１月７日まで 

２ 学長は臨時に前項の休業日を変更、もしくは臨時に休業日を定めることができる。ま

た、必要に応じて休業日に授業等を行わせることができる。 

 

第４章 入学、編入学、退学および休学 

（入学の時期） 

第11条 入学の時期は毎年１回学年の始めとする。 

（入学資格） 

第12条 本学に入学できる者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

(1) 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者。 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者。（通常の課程以外の課程により、こ

れに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定した者。 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者。 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たす者に限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者。 

(6) 文部科学大臣の指定した者。 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧

規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、１８歳に達した者。 

（編入学資格） 

 第13条 本学に編入学できる者は次の各号の一に該当する女子とする。 

(1) 大学に2年以上在学して所定の単位を修得した者。 

(2) 短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者。 

(3)  専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者。

ただし学校教育法第56条に規定する大学入学資格を有する者に限る。 

２ 編入学の時期は学年の始めとし、第３年次に編入する。 

（入学、編入学の出願） 

第14条 本学に入学または編入学を志願する者は、本学所定の書類に検定料をそえて提出

しなければならない。 
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（入学者、編入学者の選考） 

第15条 前条の入学志願者、編入学志願者については、別に定めるところにより、選考を

行う。 

（入学、編入学の手続きおよび入学許可、編入学許可） 

第16条 前条の選考結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、入学宣誓

書、保証人連署の在学保証書およびその他本学所定の書類を提出するとともに、入学金

および授業料等を納入しなければならない。 

２ 学長は、前項の手続きを完了した者に入学または編入学を許可する。 

（保証人） 

第17条 保証人は父母またはこれに代わるべき者で、独立の生計を営むものでなければな

らない。 

２ 保証人は、保証する学生の在学中における事項について、その一切の責務を果たさな

ければならない。 

３ 保証人に住所・氏名等の変更が生じたとき、もしくは保証人を変更するときはただち

に届け出なければならない。 

（転入学） 

第18条 転入学は別に定めるところにより、学長がこれを許可する。 

（転学部、転科、転コース） 

第19条 転学部、転科、転コースは別に定めるところにより、学長がこれを許可する。 

（休学） 

第20条 病気その他やむを得ない事由により、休学しようとする者は、所定の書類を添え

て願い出なければならない。 

２ 休学を願い出た者に対して、学長がこれを許可する。 

３ 休学の期間は半年または１年とする。 

４ 休学の期間は連続して２年を超えることができない。 

５ 休学の期間は通算して３年を超えることができない。 

６ 休学の期間は第６条第２項に定める在学期間に算入しない。 

（復学） 

第21条 休学者が復学を希望するときは、所定の書類を添えて願い出なければならない。 

２ 復学を願い出た者に対して、学長がこれを許可する。 

（留学） 

第22条 外国の大学等において学修することを希望する者があるときは、別に定めるとこ

ろにより、教育上有益と認められる場合に限り、学長は留学を許可する。 

２ 留学の期間は原則として、半年又は１年とする。特別の事由がある場合は期間の延長

を許可することがある。ただし、留学期間は計２年を限度とする。 

３ 前２項の許可を得て留学した期間は、２年を限度として、第５条に定める在学期間に

算入することができる。 

４ 留学中に修得した単位については、第39条第３項の規定を準用する。 
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（退学） 

第23条 本学を退学しようとする者は、事由を付して保証人連署の上、退学願を提出しな

ければならない。 

２ 前項の願い出があったときは、学長がこれを許可する。 

（除籍） 

第24条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

(1) 正当な理由もなく授業料等の納入を怠り、督促を受けても納付しない者。 

(2) 第６条第２項に定める在学期間を超えた者。 

(3)  第20条第４項および第５項に定める休学期間を超えた者。 

(4) 在留資格が得られない者。 

２ 前項第１号で除籍された者については、別に定める期間内に、除籍取消しを願い出る

ことができる。 

（再入学） 

第25条 退学した者、もしくは第24条第１号の理由により除籍された者が再入学を希望す

るときは、別に定めるところにより、学長がこれを許可する。 

 

第５章 教育課程及び履修方法 

（授業科目及び単位数） 

第26条 本学における授業科目、単位および履修方法は別表第１のとおりとする。 

（授業の方法） 

第27条 授業は、講義、演習、実験、実習もしくは実技のいずれかによりまたはこれらの

併用により行うものとする。 

２ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを

高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 本学は、前２項の授業を外国において履修させることができる。 

（単位の計算方法） 

第28条 各授業科目の単位数は、45時間の学修を必要とする内容をもって１単位とするこ

とを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修

等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 

(1) 講義については、15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については、15時間の授業をもって１単位とする。ただし、授業科目によっては、 

30時間をもって１単位とすることができる。 

(3) 実験、実習および実技については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、授業 

科目によっては、40時間または45時間をもって１単位とすることができる。 

２ 前項によるほか、単位の計算方法に関する特例は、別にこれを定める。 

３ 前２項の規定にかかわらず、卒業論文・卒業制作等については論文・制作等の学修の

成果の評価をもって６単位とする。 

（教育内容等の改善） 
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第29条 本学は、授業内容および方法の改善を図るための組織的な研修および研究を実施

する。 

（教職に関する科目） 

第30条 教育職員免許状を得ようとする者は、第26条に定める単位のほか、教育職員免許

法および同法施行規則に基づく所定の単位を修得しなければならない。 

２ 本学において取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりとする。 

(1)  文化表現学部国際英語学科          中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

(2)  文化表現学部日本文化創造学科      中学校教諭一種免許状（国語） 

                                       高等学校教諭一種免許状（国語） 

                     高等学校教諭一種免許状（書道） 

(3)   心理こども学部こども学科       幼稚園教諭一種免許状 

                                        小学校教諭一種免許状 

(4)   心理こども学部心理学科        高等学校教諭一種免許状（公民） 

                特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者、肢体不自由者、病弱者） 

(5)  食文化学部食文化学科       中学校教諭一種免許状（家庭） 

                     高等学校教諭一種免許状（家庭） 

(6)  食文化学部管理栄養学科            栄養教諭一種免許状 

(7)  看護保健学部看護学科       養護教諭一種免許状 

(8)  看護保健学部口腔保健学科     養護教諭一種免許状 

３ 本学における教職に関する科目およびその単位数は、別表第１のとおりとする。 

（司書・司書教諭に関する科目） 

第31条 司書の資格を得ようとする者は、第26条に定める単位のほか、図書館法および同

法施行規則に基づく所定の科目の単位を修得しなければならない。 

２ 司書教諭の資格を得ようとする者は、第26条に定める単位のほか、学校図書館法およ

び学校図書館司書教諭講習規定に基づく所定の科目の単位を修得しなければならない。 

３ 本学における司書に関する科目および司書教諭に関する科目ならびにその単位数は、 

別表第１のとおりとする。 

（保育士に関する科目） 

第32条 児童福祉法第18条の6第1号に基づく保育士を養成する心理こども学部こども学科

（「保育士養成課程」という）に在籍する者は、別に定める履修規程により、児童福祉

法施行規則に規定する修業教科目および単位数ならびに履修方法の定めに基づく所定の

科目の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の授業科目および単位数は、別表第１のとおりとする。 

（調理師免許に関する科目） 

第33条 調理師法第３条第１項第１号の規定に基づく調理師の免許を得ようとする者は、

食文化学部食文化学科に在籍し、調理師法施行規則に規定する科目および単位数を別に

定める履修規程により修得しなければならない。 
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２ 前項の授業科目および単位数は、別表第１のとおりとする。 

（栄養士に関する科目） 

第34条 栄養士法第2条第1項に基づく栄養士を養成する食文化学部管理栄養学科（「栄養

士養成課程」という）に在籍する者は、別に定める履修規程により、栄養士法および栄養

士法施行規則に規定する修業教科目および単位数ならびに履修方法の定めに基づく所定の

科目の単位を修得しなければならない。 

2 前項の授業科目および単位数は、別表第1のとおりとする。 

（管理栄養士に関する科目） 

第35条 栄養士法第5条の3第4項に基づく管理栄養士を養成する食文化学部管理栄養学科

（「管理栄養士養成課程」という）に在籍する者は、別に定める履修規程により、管理栄

養士学校指定規則に規定する修業教科目および単位数ならびに履修方法の定めに基づく所

定の科目の単位を修得しなければならない。 

2 前項の授業科目および単位数は、別表第1のとおりとする。 

 

第６章 課程修了の認定および学修の評価 

（単位の授与） 

第36条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には所定の単位を与える。 

（試験） 

第37条 試験は、学期末または学年末に期間を定め、履修した科目について筆記、口述、

論文等により行う。 

２ 前項の実施に関する規程は別にこれを定める。 

（学修の評価） 

第38条 試験等による成績の評価は、秀、優、良、可、不可をもって表わし、秀、優、良、

可を合格とする。 

２ 成績と評価基準は、次のとおりとする。 

    成  績          評  価 

   100 － 90点          秀 

    89 － 80                      優 

    79 － 70                      良 

    69 － 60            可 

59 －   0                    不可 

（他の大学または短期大学における授業科目の履修） 

第39条 本学が教育上有益と認めるときは、他の大学または短期大学との協議に基づき、

学生に当該大学または短期大学の授業科目、および当該大学または短期大学が本学学生

のために設定する授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学または短期大学等に留学する場合に準用する。 

３ 前項の規定により履修した授業科目および修得した単位については、60単位を超えな

い範囲で本学において修得した単位として、学長がこれを認めることがある。 
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（入学前の既修得単位の認定） 

第40条 本学が教育上有益と認めるときは、第１年次に入学した者が、本学入学以前に大

学または短期大学等において修得した授業科目の単位（科目等履修生として修得した単

位を含む）については、60単位を超えない範囲で、本学において修得した単位として、

学長がこれを認めることがある。 

２ 前項により修得したとして認めることのできる単位数は、編入学、転入学の場合を除

き、本学において修得した単位以外のものについては、前条により本学において修得し

たものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

（編入学前の既修得単位の認定） 

第41条 教育上有益と認めるときは、第３年次に編入学した者が、本学入学以前に、大学

または短期大学等において修得した授業科目の単位（科目等履修生として修得した単位

を含む）については、74単位を超えない範囲で、本学において修得した単位として学長

がこれを認めることがある。 

（転入学前の既修得単位の認定） 

第42条 教育上有益と認めるときは、転入した者が、本学入学以前に、大学または短期大

学等において修得した授業科目の単位（科目等履修生として修得した単位を含む）につ

いては、37単位を超えない範囲で、本学において修得した単位として、学長がこれを認

めることがある。 

 

第７章 卒業および学位の授与 

（卒業および学位） 

第43条 本学に４年（第13条の規定により入学した者は２年）以上在学し、第26条に定め

る授業科目を履修して、その単位を修得した者には、卒業の資格を認めて卒業証書を与

える。ただし、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第27条第2項の授業方法に

より修得する単位数は、60単位を超えないものとする。 

２ 本学を卒業した者に学士の学位を授与する。学位およびその授与に関する規程は、別

にこれを定める。 

 

第８章 入学検定料、入学金および授業料等 

（入学検定料等の金額） 

第44条 本学の入学検定料、入学金および授業料・施設設備費・教育充実費（「授業料

等」という。）の金額は、別表第２のとおりとする。 

２ 入学検定料、入学金、授業料等の減免は、別表第２、学費納入規程および梅花学園学

費減免規程によるものとする。 

３ 特待生の授業料等は、梅花学園特待生奨学金規程によるものとする。 

４ 本学に入学した者が４年を超えて在学するとき、または第３年次に編入学した者が２

年を超えて在学するときの在籍料および授業料等は、学費納入規程によるものとする。 

５ 私費外国人留学生の授業料減免は、梅花学園私費外国人留学生授業料減免規程による
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ものとする。 

 （授業料等の納期） 

第45条 授業料等は年２回に分割して納入するものとし、前期および後期の始めに指定す

る期日までに納入しなければならない。 

２ やむを得ない理由のため授業料等の納入が困難となった者については、願い出により

納入期限を延期し、また分納を許可することがある。 

3 留学する者の授業料等の納期については、別にこれを定める。 

（退学および停学の場合の授業料等） 

第46条 学期の途中で退学する者または退学もしくは停学を命ぜられた者も、その期の授

業料等の全額を納入しなければならない。 

（休学の場合の在籍料） 

第47条 授業料等は休学期間中もこれを納入しなければならない。ただし、前期または後

期のいずれかの学期を全期間休学する者は、授業料等を免除し、在籍料として当該期の

授業料等の５分の１相当額を納入しなければならない。 

２ 第44条第４項に該当する者が、前期または後期のいずれかの学期を全期間休学する場

合は、別に定める在籍料を納入しなければならない。 

（納入した授業料等） 

第48条 既に納入した授業料等は、別に定める場合を除き、いかなる理由があってもこれ

を返還しない。 

 

第９章 教職員組織 

（教職員） 

第49条 本学に教授、准教授、講師、助教、助手ならびに事務職員、教務職員およびその

他必要な職員を置く。 

（役職） 

第50条 本学に学長、学長補佐、学部長、部長、センター長等を置く。 

 

第10章 教授会および部長会 

（教授会） 

第51条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は専任の教授、准教授、講師をもって構成する。 

（教授会の運営） 

第52条 教授会は学長がこれを招集し、その議長となる。 

２ 教授会の運営に関する規程は別にこれを定める。 

（教授会の審議事項） 

第53条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述べるもの

 とする。 

(1) 学生の入学および卒業に関する事項 
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(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴く

   ことが必要なものとして学長が定めるもの。 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項につ

 いて審議し、および学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（部長会） 

第54条 学長は諮問機関として部長会を置く。 

２ 部長会の運営に関する規程は別にこれを定める。 

 

第11章 科目等履修生および外国人留学生 

（科目等履修生） 

第55条 本学所定の授業科目のうち１ないし数科目の履修を願い出る者があるときは、当

該科目の授業に支障がないと認められた者につき、科目等履修生として、学長がこれを

許可する。また、履修した科目の試験に合格した科目等履修生には所定の単位を授与す

る。 

２ 本学に科目の履修を願い出ることができるのは、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 第12条に定める資格を有する者。 

(2) 本学と単位互換協定を締結した大学または短期大学の学生。 

(3) 本学と高大連携授業の協定を締結した高等学校またはこれに準じる学校の生徒。 

３ 前項各号に関する規程は、別にこれを定める。 

（聴講生） 

第56条 本学所定の授業科目のうち１ないし数科目の聴講を願い出る者があるときは、当

該科目の授業に支障がないと認められた者につき、聴講生として学長がこれを許可する。 

２ 聴講を願い出ることができるのは、第12条に定める資格を有する者とする。 

３ 聴講生には単位を授与しない。 

４ 聴講生に関する規程は、別にこれを定める。 

（外国人留学生および短期留学生） 

第57条 外国人で、大学等で教育を受ける目的で入国し、本学に入学を志願する者がある

ときは、選考の上、学長が入学を許可する。 

２ 外国の大学、短期大学またはこれらに相当する教育機関の学生で、本学において短期

留学生として半年または１年間学修することを希望する者があるときは、学長がこれを

許可することがある。 

３ 外国からの短期留学生に関する規程は別にこれを定める。 

 

第12章 図書館 

（図書館） 

第58条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は別にこれを定める。 
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第13章 公開講座 

（公開講座） 

第59条 本学は市民文化の向上その他教育研究活動に資するため、必要に応じ、期間を定

めて公開講座を開設することがある。 

 

第14章 賞  罰 

（表彰） 

第60条 本学の学生で、本学の目的に添い、成績優秀で他の模範となる行為のあった者は

これを表彰することがある。 

２ 表彰に関する規程は別にこれを定める。 

（懲戒） 

第61条 本学の学生で、学則または学内の規則に反し、その他、学生としてふさわしくな

い行為があった者には、学長が懲戒を行うことがある。 

２ 懲戒は訓告、停学および退学とする。 

３ 懲戒の手続きに関する規程は別にこれを定める。 

 

第15章 厚生・保健施設 

（厚生・保健施設） 

第62条 本学に厚生・保健の施設を設ける。 
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   附則   

 1 本学則は、1964年4月1日から施行する。 

 2 本学則は、1976年4月1日から施行する。 

    第4条に掲げる学生の総定員については、学年進行中の各年度に限り、次のとおりと

    する。 

   １９７６年度  日本文学科 ４２０名  英米文学科 ４４０名 

   １９７７年度  日本文学科 ４４０名  英米文学科 ４８０名 

   １９７８年度  日本文学科 ４６０名  英米文学科 ５２０名 

 3 本学則は、1977年4月1日から施行する。 

    1976年度以前から在学する者については、改正後の第４５条の規定にかかわらず  

    なお従前の例による。 

 4 本学則は、1978年4月1日から施行する。 

    1977年度以前から在学する者については、改正後の第４５条の規定にかかわらず  

     なお従前の例による。 

 5 本学則は、1979年4月1日から施行する。 

    1978年度以前から在学する者については、改正後の第４５条の規定にかかわらず  

   なお従前の例による。 

 6 本学則は、1980年4月1日から施行する。 

    1979年度以前から在学する者については、改正後の第４５条の規定にかかわらず  

     なお従前の例による。 

7 本学則は、1981年4月1日から施行する。ただし、1980年度以前の入学生にかかる授業

料等の額は、第４５条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 8 本学則は、1982年4月1日から施行する。ただし、1981年度以前の入学生にかかる授業

料等の額は、第４５条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 9 本学則は、1983年4月1日から施行する。ただし、1981年度以前の入学生にかかる授業

料等の額は、第４６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

10  本学則は、1984年4月1日から施行する。ただし、1983年度以前の入学生にかかる授業

料等の額は、第４８条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

11 本学則は、1985年4月1日から施行する。ただし、1984年度以前の入学生にかかる授業 

料等の額は、第４９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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12 本学則は、1986年4月1日から施行する。ただし、1985年度以前の入学生にかかる授業 

料等の額は、第４９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

13 本学則は、1987年4月1日から施行する。ただし、1985年度以前の入学生にかかる授業料 

等の額は、第４９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

14 本学則は、昭1988年4月1日から施行する。ただし、1985年度以前の入学生にかかる授業 

料等の額は、第４９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

15  (1) 本学則は、1989年４月１日から施行する。ただし、1988年度以前の入学生の授業

科目は第２５条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (2) 第４８条の規定にかかわらず、1988年度以前の入学生にかかる施設費の額は 

次のとおり改定し、授業料および維持費の額については、なお従前の例による。 

      施設費  １９８５年度以前の入学生 

            １１１，６５０円（前期 55,000円、後期 56,650円を納付） 

           １９８６年度～１９８８年度の入学生 

            １２１，８００円（前期 60,000円、後期 61,800円を納付）１

16   (1) 本学則は、1990年４月１日から実施する。ただし、1989年度以前の入学生にか  

       かる授業科目は、第２５条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (2) 1989度以前の入学生のうち、教職課程履修者にかかる当該授業科目及び単位  

     数は、第１６条第１項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (3) 1989度以前の入学生にかかる授業料については、第４８条の規定にかかわら  

    ず次のとおりとする。 
 

   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1984年度入学生  
 
 
 授 業 料      

   590,000円    295,000円    295,000円 

 1985年度入学生    620,000円    310,000円    310,000円 

 1986年度 ～ 
 1988年度入学生 

 
   630,000円 

 
   315,000円 

 
   315,000円 

 1989年度入学生   670,000円   335,000円   335,000円 

 

17  (1) 本学則は、1991年4月1日から実施する。ただし、1990年度以前の入学生にかかる

授業科目は、第２７条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (2) 第４条の規定にかかわらず、1991年度から1999年度までの入学定員は次のとおり
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とする。 

      日本文学科    １７０名 

      英米文学科    ２００名 

      児童文学科    １００名 

   (3) 1989年度以前の入学生のうち、教職課程履修者にかかる当該授業科目及び単位数

は、第１６条第１項及び第３項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 (4) 

1990年度以前の入学生にかかる授業料については、第５０条の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 
 

   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1985年度入学生  
 
 
 授 業 料 

   620,000円    310,000円    310,000円 

 1986年度 ～ 
 1988年度入学生 

 
   630,000円 

 
   315,000円 

 
   315,000円 

 1989年度入学生    670,000円    335,000円    335,000円 

 1990年度入学生   780,000円   390,000円   390,000円 

 

18 本学則は、1992年1月30日から実施する。 

19  (1) 本学則は、1992年4月1日から実施する。ただし、1991年度以前の入学生にかか 

る授業科目は、第２８条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

(2) 第４条の規定にかかわらず、1991年度から1999年度までの入学定員は次のとおり

とする。 

    日本文学科    １７０名 

    英米文学科    ２００名 

    児童文学科    １００名 

    (3) 1989度以前の入学生のうち、教職課程履修者にかかる当該授業科目及び単位  

    数は、第１６条第１項及び第３項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (4) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５１条の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 
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   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1986年度 ～ 
 1988年度入学生 

 
 
 
 授 業 料 

 
   630,000円 

 
   315,000円 

 
   315,000円 

1989度入学生    670,000円    335,000円    335,000円 

 1990年度入学生   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生   800,000円   400,000円   400,000円 

 

20   (1) 本学則は、1994年4月1日から実施する。ただし、1991年度以前の入学生に   

   かかる授業科目は、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

    (2)  第５条の規定にかかわらず、1991年度から1999年度までの入学定員は次のと 

おりとする。 

      日本文学科    １７０名 

      英米文学科    ２００名 

      児童文学科    １００名 

   (3) 1989年度以前の入学生のうち、教職課程履修者にかかる当該授業科目及び単位 

     数は、第１７条第１項及び第３項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (4) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５２条の規定にかかわら 

     ず、次のとおりとする。 
 

   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1988年度入学生  
 
 授 業 料 

   630,000円    315,000円    315,000円 

 1989年度入学生    670,000円    335,000円    335,000円 

 1990年度入学生   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生   800,000円   400,000円   400,000円 

 

21  (1) 本学則は、1995年４月１日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかか

る授業科目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   (2) 第５条の規定にかかわらず、1991年度から1999年度までの入学定員は次のとおり

とする。 

    日本文学科    １７０名 

    英米文学科    ２００名 
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    児童文学科    １００名 

   (4) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５２条の規定にかかわら 

     ず、次のとおりとする。 
 

   入 学 年 度         費 目   年 額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1989年度入学生   

授 業 料 

   670,000円    335,000円    335,000円 

 1990年度入学生   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生   800,000円   400,000円   400,000円 

 

22  (1) 本学則は、1996年４月１日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかか

る授業科目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  (2) 第５条の規定にかかわらず、1991年度から1999年度までの入学定員は次のとおり

とする。 

      日本文学科    １７０名 

      英米文学科    ２００名 

      児童文学科    １００名 

  (3) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５３条の規定にかわらず 

     次のとおりとする。                           

   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付額        後 期納 付額       

 1989年度入学生  
 
 授 業 料 

   670,000円    335,000円    335,000円 

 1990年度入学生   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生   800,000円   400,000円   400,000円 

 

23  (1) 本学則は1997年４月１日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかかる

授業科目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  (2) 第５条の規定にかかわらず、1997年度から1999年度までの入学定員は次のとおり

とする。 

    日本文学科   １６０名 

    英米文学科   １７０名 

    児童文学科   １００名 
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 (3) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５３条の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 

   入 学 年 度         費 目   年額  前期納付金  後期納付金 

 1990年度入学生  
 授 業 料 

   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生    800,000円   400,000円   400,000円 

 

24 (１) 本学則は1998年４月１日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかかる 

授業科目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  (２) 第１８条に規定する司書及び司書教諭に関する科目については、1998年４月１日

現に在籍するすべての者に適用する。 

  (３) 第５条の規定にかかわらず、1997年度から1999年度までの入学定員は次のとおり 

とする。 

     日本文学科    １６０名 

     英米文学科    １７０名 

     児童文学科    １００名 

  (４) 1991年度以前の入学生にかかる授業料については、第５４条の規定にかかわら 

     ず、次のとおりとする。 
 

   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付金        後 期納 付金       

 1990年度入学生  
 授 業 料 

   780,000円   390,000円   390,000円 

 1991年度入学生    800,000円   400,000円   400,000円 

 

25 (１) 本学則は1999年４月１日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかかる授

業科目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  (２) 第５条の規定にかかわらず、1997年度から1999年度までの入学定員は次のとおり

とする。 

     日本文学科    １６０名 

     英米文学科    １７０名 

     児童文学科    １００名 

  （３） 1991年度以前の入学生にかかる授業料については第５４条の規定にかかわらず

      次のとおりとする。 
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   入 学 年 度         費 目   年  額  前 期納 付金        後 期納 付金       

 1990年度入学生  
 授 業 料 

   780,000 円   390,000 円   390,000 円 

 1991年度入学生    800,000 円   400,000 円   400,000 円 

 

26 本学則は2000年4月1日から実施する。ただし、1994年度以前の入学生にかかる授業科 

目は、第１６条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

27 (１) 本学則は2001年4月1日から実施する。ただし、2000年度以前に入学した日本文学科、

英米文学科、児童文学科、比較文化学科及び人間福祉学科生にかかる授業科目は、第

１６条の規程にかかわらず、なお従前の例による。 

  (２) 2000年度以前の入学生のうち、人間福祉学科及び人間科学科生にかかる授業科目

及び単位を一部改める。 

28 本学則は、2002年4月1日から実施する。 

  ただし、第５４条第１項の梅花高等学校に係る内容は2002年度の出願者及び入学者か 

ら適用する。 

29 本学則は、2003年4月1日から実施する。 

  ただし、第５４条（１）（イ）及び（２）（イ）の規程は2002年１０月１日から 

  適用する。 

30 本学則は、2004年4月1日から実施する。 

  ただし、2003年以前の入学生及び2004年、2005年度の編入学生については、なお従前 

の学則を適用する。 

31  本学則は、2005年4月1日から実施する。 

  ただし、2003年以前の入学生及び2004年、2005年度の編入学生については、なお従前の 

学則を適用する。 

32 本学則は、2007年４月１日から実施する。 

  ただし、2003年以前の入学生及び2004年度、2005年度の編入学生については、なお従前 

の学則を適用する。 

33 本学則は、2008年４月１日から実施する。 

  ただし、2007年以前の入学生及び2008年度、2009年度の編入学生についてはなお従前の 

学則を適用する。 
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34 本学則は、2009年４月１日から実施する。 

  ただし、2008年度以前の入学生及び編入学生については、なお従前の学則を適用する。 

35 本学則は、2010年４月１日から実施する。 

  ただし、2009年度以前の入学生、2010年度および2011年度の編入学生については、なお 

従前の学則を適用する。 

36 本学則は、2011年４月１日から施行する。 

  ただし、2011年３月31日において在学する者（以下「在学者」という。）および在学者 

の属する年次に編入学・転入学または再入学する者については、なお従前の例による。 

37 (１)本学則は、2012年４月１日から施行する。 

  (２)2012年３月31日において在学する者（以下「在学者」という。）および在学者の 

   属する年次に編入学、転入学または再入学する者については、なお、従前の例による。 

  (３)ただし、第28条第３項に規定する、別表第１の中の司書に関する科目のうち、「情報

サービス演習Ⅰ」「情報サービス演習Ⅱ」の２科目については、2012年４月１日以降

に編入学、転入学または再入学する者には、第２項を適用しない。 

38  (１)本学則は、2013年４月１日から施行する。 

  (２)2013年３月31日において在学する者（以下「在学者」という。）および在学者の 

   属する年次に編入学、転入学または再入学する者についてはなお従前の例による。 

  (３)ただし、第31条第３項に規定する、別表１の司書に関する科目は、2012年４月１日

以降に編入学、転入学または再入学する者には、前記(2)は適用しない。 

39（１）本学則は、2014年４月１日から施行する。ただし、第20条および第21条の規定は、 

     2014年３月31日において在学する者および在学者の属する年次に編入学、転入学または 

   再入学する者についても適用するものとする。 

  （２）2014年３月31日において在学する者および在学者の属する年次に編入学、転入学 

   または再入学する者については、第20条および第21条の規定を除き、従前の例による。 

40 (１) 本学則は、2015年4月1日から施行する。ただし、2015年3月31日において在学する者

および在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、第５条お

よび第２６条の規定にかかわらず従前の学則による。 

 (２)本学則の改廃は、部長会の議を経て学長が行う。 
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41 (１）本学則は、2016年4月1日から施行する。ただし、2016年3月31日において在学する者

および在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、第５条お

よび第２６条の規定にかかわらず従前の学則による。 

 （２）本学則の改廃は、部長会の議を経て学長が行う。 

42（１）本学則は、2017年4月1日から施行する。ただし、2017年3月31日において在学する者

および在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、従前の学

則による。 

 （２）本学則の改廃は、部長会の議を経て理事会が行う。 

43（１）本学則は、2018年４月1日から施行する。 

    ただし、2018年3月31日において在学する者および在学者の属する年次に編入学、転

入学又は再入学する者については、従前の学則による。 

 （２）本学則の改廃は、部長会の議を経て理事会が行う。 
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820,000 250,000 90,000 1,160,000

820,000 250,000 60,000 1,130,000

820,000 250,000 80,000 1,150,000

820,000 250,000 80,000 1,150,000

820,000 250,000 100,000 1,170,000

820,000 250,000 150,000 1,220,000

820,000 250,000 250,000 1,320,000

1,000,000 250,000 340,000 1,590,000

820,000 250,000 200,000 1,270,000

950,000 250,000 90,000 1,290,000

950,000 250,000 60,000 1,260,000

950,000 250,000 80,000 1,280,000

950,000 250,000 80,000 1,280,000

950,000 250,000 100,000 1,300,000

950,000 250,000 150,000 1,350,000

950,000 250,000 250,000 1,450,000

1,100,000 250,000 340,000 1,690,000

950,000 250,000 200,000 1,400,000
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